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●ＮＨＫラジオ公開生放送を開催
●第８回花の風まつり
●議長・副議長を選出
●町政（まちづくり）懇談会を開催
●ケーブルテレビ愛称等の募集
●狂犬病予防注射の日程表
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那
珂
川
町
合
併
５
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
と

共
催
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送

「
文
芸
選
評
」
と
「
歌
の
日
曜
散
歩
」

の
公
開
生
放
送
が
、５
月
15
日
と
16

日
に
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
渡
り
、
町
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
計
３
４
０
名
の
観
覧
者
の
皆
さ

ん
は
、
普
段
、
見
る
こ
と
が
出
来
な
い

ラ
ジ
オ
放
送
の
現
場
や
生
放
送
の
雰

囲
気
に
、
当
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
し
た
が
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
軽
快
な

話
術
で
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、ラ
ジ
オ
な

の
で
顔
が
映
ら
な
い
こ
と
も
あ
って
か
、

次
第
に
大
き
な
笑
い
声
で
番
組
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

15
日
の「
文
芸
選
評
」で
は
、
全
国

各
地
の
リ
ス
ナ
ー（
聴
取
者
）
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
短
歌
の
入
選
作
品
を
司
会

の
鎌
田
正
幸
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
坪
郷

佳
英
子
さ
ん
が
紹
介
し
、
選
者
の
篠

弘
さ
ん
が
講
評
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
放
送
終
了
後
、
引
き
続

き
、
翌
々
週
の
29
日
放
送
分
も
収
録
、

お
題
で
あ
る
「
栃
木
の
風
土
」
を
詠

ん
だ
短
歌
12
首
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の

中
に
、
当
町
在
住
の
方
の
３
作
品
も

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
の
中
に
い
た
入
選
者

は
、
直
接
、
選
者
の
篠
先
生
か
ら
講

評
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参

考
に
な
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　

16
日
の「
歌
の
日
曜
散
歩
」で
は
、

地
元
栃
木
に
縁
の
あ
る
船
村
徹
さ
ん

や
渡
辺
貞
夫
さ
ん
な
ど
の
曲
を
中
心

に
選
曲
さ
れ
、リ
ス
ナ
ー
か
ら
は
、
栃

木
県
や
那
珂
川
町
の
思
い
出
話
の
お

便
り
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

曲
の
合
間
の「
我
が
家
の
料
理
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
北
向
田
出
身
で
現
在
、

鹿
沼
市
在
住
の
西
村
春
子
さ
ん
に
よ

る
「
マ
フ
ィ
ン
私
流
」
と
題
し
た
お
菓

子
の
作
り
方
が
披
露
さ
れ
、
会
場
の

皆
さ
ん
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
那
珂
川
町
出
身
の
工
藤
慎

太
郎
さ
ん
の
曲
「
２
つ
で
１
つ
」
が
流

れ
、
観
覧
者
の
盛
大
な
拍
手
の
中
で
、

生
放
送
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

那珂川町から全国へ発信 ！

ＮＨＫ
ラジオ第１

の公開生放送を開催
「 」「 」

文
芸
選
評
・
短
歌
『
栃
木
の
風
土
を
詠
む
』（
入
選
作
品
抜
粋
）※

敬
称
略

 

解
禁
の
間
近
と
な
り
て
那
珂
川
に
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
ら
集
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
澤　

千
代
子

 

閉
店
の
相
次
ぐ
那
須
の
街
中
を
電
線
地
中
化
の
重
機
う
ご
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

藤
田　

和
夫

 

木
訥
な
語
り
の
耳
に
残
り
ゐ
て
立
松
和
平
は
わ
れ
に
生
き
つ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
月
女
ト
ミ
ノ
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笛作り教室（旧谷川小）

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
「
花

の
風
ま
つ
り
」
が
、４
月
29
日
か
ら

５
月
５
日
ま
で
町
内
各
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
各
イ
ベ

ン
ト
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

旧
谷
川
小
学
校
で
は
、
竹
や
塩

ビ
管
を
使
っ
た
笛
作
り
教
室
や
マ

イ
カ
ッ
プ
づ
く
り
教
室
の
ほ
か
、ミ

ニコ
ン
サ
ー
ト
や
作
品
展
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
や
親
子
連
れ
な
ど
が

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
ば
と
う
で
は
、
町
商
工

会
青
年
部
有
志
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ

の
骨
か
ら
ス
ー
プ
を
作
っ
た
特
製

「
猪
骨
ラ
ー
メ
ン
」
が
１
日
限
定
で

販
売
さ
れ
、
売
れ
行
き
も
上
々
の

う
ち
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、５
月
１
日
か
ら
３
日
に

か
け
て
、
静
神
社
例
大
祭
「
た
け

の
こ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
当
番
町
は
南
町
で
、
太
鼓

の
音
と
と
も
に
町
内
渡
御
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

花
の
風
ま
つ
り

花
の
風
ま
つ
り

花
の
風
ま
つ
り

第８回第８回

マイカップづくり（旧谷川小）

南町若衆による神輿

いなかCafe（浄法寺）

Renさんによるケーナ演奏（乾徳寺）猪骨ラーメン（道の駅ばとう）Wachi Cafe（北向田）

繭工芸（大山田下郷） 第14回春の陶器市（小砂） お抹茶接待（馬頭広重美術館）

ソウル・ポップス・コンサート（もうひとつの美術館）



広報なかがわ　平成22年６月10日 4

　

５
月
６
日
、
第
３
回
町
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長

の
選
挙
、
各
常
任
委
員
の
選
任
な

ど
議
会
の
構
成
等
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

会
議
に
は
議
員
15
人
全
員
が

出
席
し
、
投
票
の
結
果
、
那
珂
川

町
第
５
代
議
長
に
川
上
要
一
氏

が
、
副
議
長
に
鈴
木
和
江
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
に
岩
村
文
郎

氏
の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
等
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　

   
（
敬
称
略
）

　

今
年
７
月
任
期
満
了
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
及

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

郵
便
等
投
票
制
度
の
お
知
ら
せ 

〜
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
〜

郵
便
等
投
票
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
重

度
の
障
害
者
の
方
、
介
護
保
険
に
よ
る
要
介
護
５
に
該
当
す
る
方
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
）
が
で
き
ま
す
。

郵
便
等
投
票
に
該
当
す
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
の
方
が
該
当

○
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害 

　
（
１
級
若
し
く
は
２
級
）

○
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
機
能
の
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
１
級
若
し
く
は
３
級
）

○
免
疫
、
肝
臓
機
能
の
障
害　
　

 

　
（
１
級
〜
３
級
）

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
の
方
が
該
当

○
両
下
肢
、
体
幹
機
能
の
障
害　
　

 

　
（
特
別
項
症
〜
第
２
項
症
）

○
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
機
能
の
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
特
別
項
症
〜
第
３
項
症
）

介
護
保
険
に
よ
る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
の
方
が
該
当

○
要
介
護
５
（
た
だ
し
、
要
介
護
認
定
期
間
内
が
該
当
と
な
り
ま
す
）

代
理
記
載
に
該
当
す
る
方

　

右
記
の
郵
便
投
票
に
該
当
す
る
方
で
、
併
せ
て
次
の
障
害
に
該
当
す

る
場
合
、
投
票
の
代
理
記
載
が
で
き
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
（
１
級
）

○
戦
傷
病
者
手
帳
の
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
（
特
別
項
症
〜
第
２
項
症
）

※

こ
の
場
合
、
選
挙
人
が
指
名
し
、
選
挙
権
の
あ
る
方
が
、
代
理
記
載
人

　

と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
郵
便
等
投
票
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

  

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

総
務
企
画
常
任
委
員
会

◎
橋
本　
　

操　

○
鈴
木　

雅
仁

　

益
子　

輝
夫　
　

石
田　

彬
良

　

川
上　

要
一

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
大
金　

市
美　

○
佐
藤　

信
親

　

益
子　

明
美　
　

岩
村　

文
郎

　

鈴
木　

和
江

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
阿
久
津
武
之　

○
塚
田　

秀
知

　

小
林　
　

盛　
　

福
島　

泰
夫

　

小
川　

洋
一

議
会
運
営
委
員
会

◎
福
島　

泰
夫　

○
石
田　

彬
良

　

大
金　

市
美　
　

阿
久
津
武
之

　

橋
本　
　

操

議
会
広
報
特
別
委
員
会

◎
益
子　

明
美　

○
鈴
木　

雅
仁

　

佐
藤　

信
親　
　

塚
田　

秀
知

　

福
島　

泰
夫

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

　

益
子　

明
美　
　

大
金　

市
美

　

阿
久
津
武
之　
　

石
田　

彬
良

　

小
川　

洋
一　
　

川
上　

要
一

第３回町議会臨時会

議長に川上要一氏
　副議長に鈴木和江氏を選出

第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
お
知
ら
せ

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
お
知
ら
せ

第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
お
知
ら
せ

鈴木 和江 副議長 川上 要一 議長
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町
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
様
か
ら
広
く
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
聞
き
し
、
町
政
に
反
映

さ
せ
、
町
民
参
加
の
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
下
記
の
日
程
で

「
町
政
（
ま
ち
づ
く
り
）
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」、

今
年
度
策
定
中
の
「
地
域
福
祉
計

画
」
や
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
き
ま

し
て
、
町
か
ら
概
要
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
に
つ
き
ま

し
て
も
、
計
画
や
実
行
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
春
の
叙
勲
と
し
て
、
藤
田
和
夫
氏
（
和
見
）に
瑞
宝

双
光
章
が
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
氏
は
、
昭
和
33
年
４
月
に
旧
烏
山
町
立
小
木
須
小
学
校
を

振
り
出
し
に
平
成
８
年
３
月
に
旧
馬
頭
町
立
馬
頭
中
学
校
長
の
職

を
退
く
ま
で
の
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
教
職
に
携
わ
り
、
初
等
中

等
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
、
平
成
11
年
５
月
か
ら
８
年
６
ヵ

月
間
に
わ
た
り
旧
馬
頭

町
教
育
長
並
び
に
初
代

那
珂
川
町
教
育
長
と
し

て
教
育
行
政
の
職
務
に

精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
長
年
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ

れ
た
も
の
で
す
。

藤
田
和
夫
氏
に
瑞
宝
双
光
章

　

平
成
22
年
春
の
褒
章
と
し
て
、
福
嶋
丈
夫
氏
（
芳
井
）に
藍
綬

褒
章
が
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
嶋
氏
は
、
昭
和
58
年
２
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
27
年
余
の

長
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
、
犯
罪
を
し
た
者
の
改
善
及
び
更

生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
の
た
め
世
論
の
啓
発
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
南
那
須
保
護
区
保
護
士
会
理
事
（
９
年
）

を
は
じ
め
、
町
教
育
委

員
会
委
員
並
び
に
委
員

長
を
務
め
る
な
ど
、
公

共
の
福
祉
と
教
育
行
政

の
職
務
に
精
励
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
長
年
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ

れ
た
も
の
で
す
。

福
嶋
丈
夫
氏
に
藍
綬
褒
章

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

町町町町町
政政政政政政政政政政政政政政政
（（（（（（（（（（（（
ままままま
ちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりり
））））））

談談談談
会会会会会会

町
政
（
ま
ち
づ
く
り
）
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す

開催月日
6月21日

6月23日

6月25日

6月27日

6月28日

7月1日

7月3日

7月5日

7月7日

7月9日

7月10日

7月12日

7月15日

7月16日

7月20日

7月22日

曜日
月

水

金

日

月

木

土

月

水

金

土

月

木

金

火

木

馬頭総合福祉センター研修室

多目的富山集会所

小砂地区コミュニティセンター

大山田体育館

多目的和見集会所

多目的健武集会所

馬頭東小学校体育館

馬頭総合福祉センター研修室

多目的松野集会所

小口農村活性化施設

小川中学校ランチルーム

谷川体育館

小川南小学校ランチルーム

薬利小学校体育館

小川総合福祉センターすこやか共生館

小川公民館

新町、室町、南町、田町第１、田町第２、田町第３、田町第４、片根

富山

小砂

大山田下郷、大山田上郷

和見

健武

大内、大那地

矢又、北向田、久那瀬

松野

小口

小川第９、小川第10、小川第11

盛泉、谷川

小川第６、小川第７、小川第８

小川第12、小川第13、小川第14

小川第３、小川第４、小川第５

小川第１、小川第２

時間

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

行　政　区　名会　　　　場
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　５月14日から３日間、ホームステイウイークエン
ドin那珂川が行われ、外国人と町内外の日本人参加者
を含め、約180人が参加しました。この事業の目玉は
田植えの体験ですが、基盤は町民宅での２泊のホーム
ステイです。
　今回は応募者が殺到し、近年で最も多い32名の外
国人が参加、19家庭に分かれてホームステイしまし
た。それでも受け入れられなかった希望者が多くいま
した。この事業の人気は何でしょうか？
　この事業は15年前に旧小川町民により始まりまし
た。当時、中学校と高等学校で教えていた外国語指導
助手など英語圏の外国人が、県内にも町内にも大勢住
んでいました。事業を立ち上げた目的は米の文化を知
らない英語圏の外国人を招き、田植えと稲刈りを体験
していただくことと、参加する外国人をホームステイ
させることで、この町に住んでいる子供たちに生の英
語を聞く機会を与えることでした。
　15年後の今日も、この事業は盛んです。しかし、状
況が変わりました。国の制度の改正により地域に住ん
でいる外国語指導助手が減少しています。その一方、
日本の大学で学びたいアジア系の外国人が増えてきま

した。今回の田植えでは、英語圏の外国人参加者は
たった４名で、一番多かったのは中国人留学生でした。
　話はこの事業の人気について戻ります。同じ米の文
化の中国から来た留学生には、何が魅力なのでしょう
か？その答えは「家族」です。
　留学生は母国を離れ日本に住んでいます。日本の大
学は、留学生を丁寧に面倒みているし、学生同士は兄
弟のように暮らしています。
　しかし、本物の家族が恋しいはずです。参加した外
国人は、町内の家族と２泊のホームステイにより様々
なことが得られたと思います。
　その一つとして、親代わりを見つけることができた
と思います。一人っ子の多い中国人の留学生は初めて
多人数の家族を体験できます。食生活が乱れ気味の留
学生は、那珂川町の新鮮食材で作られた家庭料理を満
腹に食べられます。また、「おじいちゃん」と「おばあ
ちゃん」と触れ合うことがかなり重要だと大学の先生
に聞きました。
　もちろん、厳しく指導する家庭もあるし、甘やかす
家庭もありますが、どちらも留学生を家族の一員のよ
うに面倒みています。この役割を果たしている家族は、
初めは不安ですが、ホームステイを受け入れることが
病みつきになることも多いようです。
　国際交流事業は、時代の流れとともに変化していま
す。しかし、日本の家族の大切さは留学生に教わって
いる気がします。

みんなで仲良く田植えしました上手に植えられたかな？ホームステイ先家族と対面

けん玉の技に興味津々流しそうめんを初体験去年収穫したお米をもらいました

第16話　「ホームステイ」

こめ

こめ

なま
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元
馬
頭
観
光
協
会
事
務
局
長
及

び
監
事
と
し
て
、
地
域
の
観
光
振

興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

露
久
保
了
さ
ん
（
健
武
）
が
、
栃

木
県
観
光
物
産
協
会
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
観
光
物
産
功
労
者
表
彰

南
那
須
地
区
認
定
農
業
者
表
彰

　

認
定
農
業
者
と
し
て
経
営
改
善

計
画
の
達
成
に
取
り
組
ま
れ
る
と

と
も
に
地
域
農
業
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
高
野
寛
さ

ん
（
久
那
瀬
）
が
、
南
那
須
地
区

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
長
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　町道岩下線の下記区間を５月24日から７月27日ま
での工事期間中、交通規制を行いますので、ご協力
をお願いいたします。

問い合わせ：建設課土木建築係
　　　　　　☎0287－92－1118　開局１周年を記念して、ケーブルテレビの愛称と

ロゴマークを募集します。
募集作品　ケーブルテレビを分かりやすく表現し、
覚えやすく親しみやすいもの
応募のきまり
・愛称とロゴマークの組み合わせで１作品の応募と
　する。（どちらか片方だけの応募は不可）
・ロゴマークは手書きまたはデジタルデザイン
・作品の制作意図や簡単な説明を添付
応募点数　応募１件につき、１作品（複数応募可）
応募方法　住所・氏名・年齢・電話番号等連絡先を
明記し、応募作品を郵送等で提出してください。
締め切り　７月26日（当日消印有効）
提出・問い合わせ先　
〒324－0613　那珂川町馬頭116－5
ケーブルテレビ放送センター「愛称及びロゴマー
ク」募集係　 ☎0287－92－1121　
詳しくは、町ホームページをご覧ください。
（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp）

 ケーブルテレビ放送センター
「愛称」と「ロゴマーク」募集

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　

渡
辺
久
雄
様
（
大
山
田

下
郷
）

五
万
円　

磯
野　

浩
様
（
谷
川
）

○
教
育
文
化
基
金
へ

十
万
円　

屋
代
昌
利
様
（
馬
頭
）

十
万
円　

笠
井　

純
様
（
高
根
沢
町
）

○
町
内
各
幼
稚
園
・
保
育
園
へ

フ
ェ
ル
ト
製
手
作
り
ワ
ッ
ペ
ン
（
千
個
）

　

上
野
工
房　

代
表

　
　

上
野
勝
夫
様
（
宇
都
宮
市
）

○
馬
頭
小
学
校
へ

兜
（
利
休
作
）　　
　
　
　

匿
名

○
図
書
館
へ

図
書
「
と
ち
ぎ
俳
句
事
典
」
２
冊

　
　
　

栃
木
県
俳
句
作
家
協
会
様

図
書
「
平
成
21
年
度
会
報
」

　
　
　
　

那
珂
川
町
文
化
協
会
様

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

匿
名

五
万
円　

福
田
昭
一
様
（
谷
川
）

三
万
円　

道
の
駅　

ア
イ
ス
工
房

　
　
　
　
　
　
　
　

武
茂
の
郷
様

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
２
８
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

十
万
円　

大
森
一
良
様
（
芳
井
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

タ
オ
ル
（
２
０
０
本
）

連
合
栃
木
那
須
地
域
協
議
会
様

タ
オ
ル
（
１
８
６
本
）

　

退
職
公
務
員
連
盟
南
那
須
支
部

　
（
馬
頭
分
会
・
小
川
分
会
）
様

道路舗装工事に伴う
交通規制の実施

至小砂
至小川

至馬頭市街地
町道永

畑川崎
線 町道都新道線

至馬頭市街地

国
道
２
９
３
号

県
道
那
須
黒
羽
茂
木
線

都
橋

町道岩下線
交通規制区間

馬頭中

ひ
ば
り
幼
稚
園学校給食センター

久那川
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元
気
で
長
生
き
の
秘
訣！
「
外
出
編
」

　

元
気
で
若
々
し
い
高
齢
者
の
生

活
を
お
聞
き
し
ま
す
と
、
外
出
や

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
積
極
的
に

も
っ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
み
な
さ
ん
は
、
買

い
物
や
病
院
へ
の
受
診
な
ど
で
外

出
す
る
機
会
は
月
に
ど
れ
位
あ
り

ま
す
か
？

　

２
０
０
４
年
の
第
一
生
命
保
険

相
互
会
社
の
調
査
に
よ
る
と
、
外

出
先
の
第
１
位
が
買
い
物
、
そ
れ

に
続
い
て
、
会
合
、
病
院
、
飲
食

店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
層
別
に
み
る
と
、
年
代
が

上
が
る
に
し
た
が
い
全
体
的
に
外

出
す
る
頻
度
は
低
く
な
る
の
に
対

し
、
逆
に
病
院
や
診
療
所
へ
行
く

頻
度
は
高
く
な
り
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
行
っ
て
楽
し
い
と
感
じ

る
場
所
の
第
１
位
は
行
楽
地
や
観

光
地
で
、
続
い
て
、
買
い
物
と
な

り
、
日
常
的
に
気
軽
に
行
け
る

「
買
い
物
」
も
高
齢
者
に
と
っ
て

は
「
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る
存

在
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

足
腰
の
痛
み
や
疲
れ
な
ど
が
理

由
で
外
出
す
る
こ
と
が
億
劫
に

な
っ
て
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
と
は
、
寝
た
き
り

な
ど
で
は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
日
の
ほ
と
ん
ど
を
家
の
中

で
過
ご
す
状
態
を
言
い
、
心
身
へ

の
適
度
な
刺
激
が
な
く
な
り
、
確

実
に
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に

週
１
回
も
外
出
し
な
い
よ
う
な
場

合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

外
出
す
る
こ
と
は
大
切
だ
と

解
っ
て
い
て
も
、
何
か
き
っ
か
け

が
必
要
な
の
も
確
か
で
す
。
ま
た
、

年
齢
や
身
体
の
状
態
に
よ
っ
て
個

人
差
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
徐
々
に
生
活
空

間
を
広
げ
て
行
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
き
っ
か
け
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

掃
除
、
洗
濯
、
料
理
、
庭
木
の

手
入
れ
、
ゴ
ミ
出
し
、
草
む
し
り
、

野
菜
作
り
、
買
い
物
、
散
歩
（
散

　

自
分
ひ
と
り
気
ま
ま
な
時
間
を

楽
し
む
の
が
好
き
な
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
寂
し

さ
や
孤
独
感
は
心
の
衰
え
に
悪
い

影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

外
出
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
人

と
出
会
い
、
笑
い
、
心
温
ま
る
体

験
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
花
、
虫
、
風
、
光
、
香
り

な
ど
自
然
の
恵
み
を
感
じ
る
こ
と

も
素
敵
な
時
間
の
過
ご
し
方
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

歩
も
庭
↓
畑
↓
隣
近
所
↓
近
く
の

お
店
と
徐
々
に
遠
く
へ
）
な
ど
、

身
近
な
理
由
を
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
自
分
の
趣
味
の
中
か
ら

探
し
出
し
て
み
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。
体
調
に
合
わ
せ
無
理
の

な
い
よ
う
に
行
動
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

子育て支援センター センターは、０歳から就学前のお子さん、
お母さん、おうちの方の交流の場です。

：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　さまざまな親子が一緒に過ごす中で、見たり聞
いたりしながら学んでいきましょう。そして、自
分らしい育児スタイルを少しずつ発見していって
はいかがでしょうか？

７月５日（月）10:30～
切ったり貼ったり、そして短冊に願いをこめよう！
７月１日（木）までに申し込んでください。

６月17日（木）10:00～
子どもは、おんぶや抱っこ、じゃれ
あいごっこが大好きです。スキン
シップで遊びましょう！

６月17日（木）11:00～
夏に多い病気やその予防の
仕方について保健師
からお話を
ききましょう。

^_^

☎0287－96－5223
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要援護者実態調査にご協力ください
　近年のゲリラ豪雨などに代表される突発的災害等により、高齢者や障害者の方々の中には、何らかの手助けなし
には、安全な場所への避難が困難な方も多くおられます。
　現在、町では援護を必要とする方を把握し「安心して住める地域」をつくるため、要援護者実態調査を実施してい
ます。調査員がお伺いした際には、皆様方のご協力をお願いいたします。
　○実 施 方 法：那珂川町社会福祉協議会職員（調査員証を携帯）による訪問調査
　○調査対象者：独居高齢者及び75歳以上の高齢者世帯

　高齢化社会が進み介護保険サービスの利用者が増大する中、安心して利用できる介護保険制度を維持していくた
め、「町介護保険事業計画」に基づいたサービスを実施し、併せて介護保険料を納入していただいております。
　いざ介護が必要となったとき、安心して生活できるように保険料は必ず納めましょう。
○本年度の保険料については下記のとおりとなります。（65歳以上の方）

※平成21年の介護サービス費用の改定による介護保険料の急激な上昇を抑えるために平成21・22年度については、
　国が一部を段階的に負担することにより、保険料を軽減しています。

○介護保険料の納付方法は受給している年金の額によって次の２通りに分かれます。
 （１）年金額が18万円以上の方…年金から天引きになります（特別徴収）
　保険料の年額が、年金の支払い月（４月・６月・８月・10月・12月・２月）に年６回に分けて天引きになりま　
　す。ただし、次のような場合は、一時的に普通徴収になります。
　①年度途中で65歳（第１号被保険者）になったとき　　②転出又は転入したとき
　③年度途中で保険料が変わったとき
 （２）年金額が18万円未満の方…納付書で各自納めます（普通徴収）
　保険料の年額を６回に分けて納めます。町から納付書が送付されますので、金融機関等の窓口で納めてください。

問い合わせ：健　康　福　祉　課　☎０２８７－９２－１１１９
　　　　　　社会福祉協議会　☎０２８７－９２－２２２６

問い合わせ：健康福祉課　高齢福祉係　☎０２８７－９２－１１１９

第１段階

区　　　　　　　　　　　　　　分 保険料（年額）

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

12,300円

17,600円

26,400円

31,600円

35,200円

44,000円

47,500円

56,300円

66,800円

世帯全員が町民税非課税で老齢福祉年金受給者及び生活保護受給者の方

世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合算額
が80万円以下の方

世帯全員が町民税非課税で上記第２段階に該当しない方

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税で前年の課
税年金収入額と合計所得金額の合算額が80万円以下の方

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税で上記を除く方

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が125万円未満の方

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が125万円以上200万円未満の方

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上500万円未満の方

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上の方

介護保険料のお知らせと納付のお願い
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　ダイオキシンなどの有害物質の排出抑制と廃棄物の適正処理を図るために、廃棄物の焼却は次の場合を除
き法律で禁止され、違反すると罰則が処せられます。
　家庭から出るごみや事業活動により出る紙・木くずなどを、焼却設備を使わずに野外で焼く「野焼き」
は、一部の例外を除いて法律で禁止されていますので、町指定のごみ収集や指定の処理施設への搬入などに
より適正に処理されますようお願いいたします。

　「５年以下の懲役もしくは1000万円以下の罰金またはこれらの併科」に処せられます。
　　※以上は法令文を簡略して表現しています。
　　　　　　　　　　問い合わせ先：役場住民生活課生活環境係　☎０２８７－９２－１１１２

　○どんど焼き、キャンプファイヤー、焚き火、田畑での稲わらなどの焼却、越冬病害虫の防除のための芝焼
　　きなどは行えます。これらの焼却に、ビニールやプラスチック類が混ざらないよう気をつけて下さい。
　○例外となる行為であっても、生活環境上支障を与え、苦情等がある場合は中止や改善命令を指導します。
　○例外となる行為であっても、適正な処理方法（再資源化、処理施設への搬入）をとることが可能な場合
　　は移行するよう指導します。

１．法令の基準に適合した焼却施設で焼却する場合
２．法令の規定に基づき焼却する場合
３．国や地方公共団体が施設を管理するために必要な場合
４．災害の予防、応急対策、復旧のために必要な場合

５．風俗慣習行事・宗教行事を行うために必要な場合
６．農林漁業を営むためにやむを得ない場合
７．日常生活において通常行われる軽微なもの

ごみの「野焼き」は禁止されています

《廃棄物の焼却禁止の例外となる行為》

《廃棄物焼却行為禁止違反の罰則》

平成22年度犬の登録及び狂犬病予防注射（第２回）日程表
犬の登録及び狂犬病予防注射（第２回）を下記日程のとおり実施しますのでお知らせします。

６
月
23
日
（
水
）

６
月
25
日
（
金
）

６
月
24
日
（
木
）

月日 地 区 会　　場 時　　間 月日 地 区 会　　場 時　　間
馬　頭 山村開発センター 小川健康管理センター

上芳井公民館
浄法寺公民館
上町公民館
三輪多目的集会所
第８区生活センター
谷田公民館

和見集会所
馬頭北保育園入口
馬頭西小学校入口
小口集会所
北向田公民館
久那瀬集会所
旧ＪＡ武茂給油所
富山集会所
馬頭健康管理センター
大武商店脇
消防馬頭分署前
大鳥公民館
御前岩駐車場
町公民館
生活改善センター
谷川体育館
大内生活改善センター

小　川
芳　井
浄法寺
小　川
三　輪
片　平
谷　田

馬　頭
矢　又

健　武

盛　谷
大　内

大山田上郷

大山田下郷

和　見

小　砂

小　口

北向田
久那瀬
松　野
富　山

■予防注射料　　　3,300円
■登　録　料　　　3,000円

●どこの会場でも受けられます。
●狂犬病注射は毎年１回必ず受けてください。
●登録犬の死亡・登録事項変更の場合は届け出てください。
●他人の犬・人に噛付く犬は口輪を付けてください。
●時間が多少ずれることがあります。
※６月以降の集合注射は実施いたしませんので、必ず
　受けてください。
※集合注射を受けられない場合は、獣医師の所で個別
　に受けてください。
問い合わせ：住民生活課生活環境係
　　　　　　☎０２８７－９２－１１１２
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■
40
年
後
に
は
、
世
界
の
サ
ン
ゴ

礁
の
半
分
が
な
く
な
る！

　

海
の
熱
帯
林
と
言
わ
れ
る
サ
ン

ゴ
礁
は
、
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で

あ
り
、
生
物
学
的
に
は
も
ち
ろ
ん

社
会
的
・
経
済
的
に
も
重
要
な
資

源
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
豊
か
な
サ
ン
ゴ

礁
は
人
間
に
採
取
さ
れ
る
ほ
か
、

人
々
が
観
光
で
利
用
す
る
た
め
に

傷
つ
け
た
り
、
陸
地
か
ら
汚
染
物

質
が
流
れ
込
ん
だ
り
、
気
候
変
動

に
よ
っ
て
海
水
の
温
度
が
上
昇
す

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
に
地
球
規
模
サ
ン

ゴ
礁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
発
行
し
た
報
告
書
で
は
、
世

界
の
サ
ン
ゴ
礁
の
19
％
は
す
で
に

破
壊
さ
れ
て
い
る
と
推
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
15
％
は
今
後
10
年

か
ら
20
年
の
う
ち
に
危
機
的
状
況

に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
、
20
％
は

今
後
20
年
か
ら
40
年
で
失
わ
れ
る

危
険
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
が
水
没
の

危
機！

　

イ
ン
ド
洋
に
あ
る
美
し
い
島
国

モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
が
、
水
没
の

危
機
と
い
う
大
き
な
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　

島
の
平
均
海
抜
は
１
ｍ
未
満
、

一
番
高
い
と
こ
ろ
で
も
３
ｍ
未
満

で
す
。
地
球
温
暖
化
が
現
在
の
速

度
で
い
く
と
、
海
水
が
温
ま
っ
て

膨
張
す
る
こ
と
や
、
南
極
な
ど
の

陸
地
の
氷
が
海
に
溶
け
出
す
こ
と

で
、
海
面
水
位
が
上
昇
し
、
モ
ル

デ
ィ
ブ
共
和
国
は
島
の
大
半
が
水

没
し
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
連
の
「
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
」
は
、
２
１
０
０

年
ま
で
に
は
地
球
の
平
均
気
温
は

１
９
８
０
年
か
ら
１
９
９
９
年
ま

で
の
水
準
に
比
べ
、
１
・
１
℃
か

ら
６
・
４
℃
上
昇
し
、
海
面
は
18

㎝
か
ら
59
㎝
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　
　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画

　
　

課
「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

　

町
で
は
、
次
の
町
営
住
宅
等
の

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅

○
大
宝
地
（
２
戸
）

　

間
取
り‥

３
Ｄ
Ｋ

　

家
賃‥

２
万
２
，
６
０
０
円

　
　
　

〜
３
万
３
，
６
０
０
円

○
谷
田
上
の
原
（
１
戸
）

　

間
取
り‥

３
Ｋ

　

家
賃‥

‥
‥

９
，
６
０
０
円

　
　
　

〜
１
万
４
，
４
０
０
円

○
ゆ
り
が
ね
ハ
イ
ツ
（
１
戸
）

　

間
取
り‥

３
Ｄ
Ｋ

　

家
賃‥

４
万
７
，
０
０
０
円

○
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
馬
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
戸
）

　

間
取
り‥

３
Ｄ
Ｋ

　

家
賃‥

３
万
円

　
　
　

〜
３
万
４
，
０
０
０
円

※

入
居
決
定
時
に
敷
金
（
家
賃
３

カ
月
分
）
が
必
要

募
集
期
間　

６
月
15
日
〜
30
日

そ
の
他　

申
込
方
法
、
入
居
資
格

等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
８

　

那
珂
川
町
の
樹
木
の
下
の
気
温

や
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
測
り
、

樹
木
の
役
割
・
働
き
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
全
国
で
同
日
、

同
時
刻
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

会
場　

ふ
る
さ
と
の
森
公
園
及
び

ふ
る
さ
と
館

集
合
場
所　

ふ
る
さ
と
館
に
午
前

９
時
50
分
集
合

参
加
対
象　

小
学
５
・
６
年
生

参
加
費　

無
料

※

昼
食
・
飲
み
物
は
各
自
負
担

募
集
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

参
加
人
数
を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む
こ
と
。

申
込
締
切　

７
月
26
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

主
催　

森
林
管
理
会

会
場
責
任
者　

ト
ラ
ン
セ
ン
ス
㈱

安
斉　

☎
０
２
８―

６
２
１―

４
０
０
２

FAX
０
２
８―

６
２
１―

４
０
９
４

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
目
的
に
、
６
月
28
日
か
ら
７
月

４
日
の
１
週
間
を
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
と
し
て
、
い
じ
め
、
い
や
が
ら

せ
、
強
制
・
強
要
、暴
行
・
虐
待
等

さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
人
権
問
題

を
め
ぐ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

悩
み
を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
及
び

保
護
者
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
は
、
子
ど
も

の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護

委
員
が
担
当
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０　

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

実
施
期
間　

６
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
７
月
４
日
（
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
７
時

※

土
・
日
は
、
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時

地球で何かが起きている①

環境総合推進室
☎0287－92－1110

町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

夏
休
み
特
別
企
画

夏
休
み
特
別
企
画

「
森
の
環
境
学
習
会
」
の
ご
案
内

「
森
の
環
境
学
習
会
」
の
ご
案
内

夏
休
み
特
別
企
画

「
森
の
環
境
学
習
会
」
の
ご
案
内

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　
　

 

電
話
相
談
開
設
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活動種目 単位団名称 活動場所 活動日・時間

空　　手

卓　　球

剣　　道

軟式野球

ソフトボール

サッカー

ミニバスケットボール

ニュースポーツ等

武茂運動場ほか

小川南小学校ほか

小川小学校体育館

総合体育館ほか

武茂体育館

小川武道館 毎週火・金曜　午後7時～

毎週水・土曜　午後7時15分～

毎週火・土曜　午後7時～

毎週火・木曜　午後7時30分～

毎週火・金曜　午後6時30分～
土・日曜日　日中練習・試合あり

毎週月・水曜　午後7時～
土曜日　午前9時～

毎週水・土曜　午後7時30分～

毎週火・木曜　午後6時30分～

毎週火・木曜　午後7時～

毎週月・水曜　午後7時～
土曜日　午前9時～

毎週水曜　午後7時15分～

毎週水・金曜　午後7時～
土曜日　午前9時～

小川体育館

馬頭武道館

総合体育館

馬頭運動場

大山田下郷運動場

小川運動場ほか

ＦＣアラノ

ＪＦＣ　Ｒｉｖｏ

小川ミニバスケットボール

馬頭オーキッド

武茂スポーツ

小川空手道

小川卓球

馬頭剣道

馬頭中央剣道

馬頭ラッキー

馬頭ウィング

小川那珂クラブ

少年少女剣士募集　馬頭剣道スポーツ少年団少年少女剣士募集　馬頭剣道スポーツ少年団
武士道で心と身体を磨きましょう！

【入団方法】
①個人で練習を見学し、団の関係者から説明を受けてください。
　活動場所が変わったり、中止の場合もありますので、事前に那珂川町スポーツ少年団本部事務局までお問い合
　わせの上、見学にお越しください。
②参加対象（学年・男女別）は単位団によって異なります。詳しくは各単位団の関係者に確認してください。

　　　　　問い合わせ　那珂川町スポーツ少年団本部事務局（生涯学習課内） ☎０２８７－９６－２１１６

稽 古 日 時：毎週火曜日・土曜日　19：00～ 20：30
　　　　　　（第３土曜日は南那須剣道連盟合同稽古会　18：00～）
道 場 場 所：馬頭武道館（馬頭小学校校庭西側）
現 団 員 数：小学生12名・中学生６名（男子14名・女子４名）
指　導　者：小川俊介七段・増山正一七段・檜山真六段・増山剣一五段・小川祐典四段・佐藤寛俊四段
入会・見学：稽古日に馬頭武道館までお越しください。   問い合わせ：090－1256－8787（檜山）

那珂川町スポーツ少年団種目別単位団那珂川町スポーツ少年団種目別単位団那珂川町スポーツ少年団種目別単位団
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野
良
仕
事
一息
つ
く
や
新
茶
酌
む 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

芳
輝

沈
丁
花
匂
ふ
駄
菓
子
屋
の
裏
通
り 

松　

野　
　
　
　

鈴
木　

君
枝

舟
浮
か
ぶ
渕
に
大
き
な
掛
り
藤 

松　

野　
　
　
　

大
高　

富
美

落
花
ま
た
落
花
真
白
く
古
墳
塚 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

鋭
角
の
声
を
ば
ら
ま
き
朝
雲
雀 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

金
無
垢
の
月
押
し
上
げ
て
嶺
ざ
く
ら 

小　

川　
　
　
　

和
泉
す
み
を

初
夏
の
風
透
る
縁
の
藤
椅
子
に
ゆ
っ
た
り
座
り
童
話
読
み
し
日

 
馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

文
代

風
孕
む
祭
り
の
幟
若
衆
ら
も
声
揚
げ
通
る
皐
月
清
し
も

 

馬　

頭　
　
　
　

西
宮　

定
子

も
う
一度
か
ぶ
り
直
し
て
鏡
を
見
「
似
合
う
よ
ね
」
と
笑
む
孫
よ
り
の
帽
子

 

大　

内　
　
　
　

薄
井　

キ
イ

完
ぺ
き
に
大
技
決
め
て
も
銀
メ
ダ
ル
泣
く
な
真
央
ち
ゃ
ん
次
は
か
な
ら
ず

 

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

草
刈
機
に
刈
り
と
ら
れ
し
も
生
き
の
び
て

は
咲
き
ぬ
オ
レ
ン
ジ
濃
ゆ
く

 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

お
さ
な
子
の
名
の
ご
と
優
し
き
響
き
持
つヘ
ノ
コ
・
フ
テ
ン
マ
現
実
に
揺
れ
て

 

小　

川　
　
　
　

佐
藤　

孝
子

川
原
に
光
ひ
き
つつ
飛
び
交
い
て
初
夏
の
ひ
と
日
を
柳
絮
の
遊
ぶ

 

長
野
市　
　
　
　

内
田　

和
子

難
産
を
消
す
産
声
に
湧
く
歓
喜 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

陰
口
が
聞
こ
え
不
愉
快
さ
が
つ
の
る 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

色
褪
せ
た
愛
を
煮
つ
め
て
共
白
髪 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

切
れ
味
が
鈍
り
人
間
丸
く
な
る 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

口
答
え
す
る
と
説
教
長
く
な
り 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

那珂川町
図書館

『
鳩
と
ク
ラ
ウ
ジ
ウ
ス
の
原
理
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

松
尾
佑
一／
著
（
角
川
書
店
）

　

公
園
で
出
会
っ
た
紳
士
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、「
鳩
航
空
事
業
団
」
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
貧
乏
青
年
・
磯
野
。
そ
こ
で
は
伝
書
鳩
が
恋
文
を
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
た
が
、
あ
る
日
、
伝
書
鳩
が
「
ク
ラ
ウ
ジ
ウ
ス
団
」
な
る
連
中
に
拉
致
さ
れ
て…

。

　

彼
ら
の
目
的
は
、
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
恋
愛
を
妨
害
す
る
こ
と
。
磯
野
は
無
事
に

鳩
を
相
手
に
届
け
ら
れ
る
の
か
？
鳩
を
巡
る
ナ
ン
セ
ン
ス
な
闘
い
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。

『「
生
存
者
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

宮
田
雄
吾
／
著
（
角
川
書
店
）

　

長
崎
県
の
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
・
大
村
椿
の
森
学
園
。
こ
こ
に
は
壮
絶
な

児
童
虐
待
か
ら
か
ろ
う
じ
て
生
き
延
び
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

見
捨
て
ら
れ
、
傷
つ
い
た
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
の
再
生
を
願
い
苦
闘
す
る
学
園
の

人
々
の
物
語
。

　

現
在
、
日
本
で
一年
間
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
四
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
平
和
な
日
本
の
も
う
一つ
の
真
実
で
す
。

『
こ
こ
に
も
、
こ
け
が･･･

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

越
智
典
子
／
著
（
福
音
館
書
店
）

　

街
路
樹
の
木
肌
、
校
庭
の
す
み
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
の
下
・
・
・
。
わ
た
し
た
ち

の
身
近
な
場
所
に
「
こ
け
」
は
見
つ
か
り
ま
す
。

　

何
か
月
も
氷
づ
け
に
な
っ
た
ま
ま
、
枯
れ
ず
に
青
々
と
し
て
い
る
こ
け
や
、
綺
麗
な

花
を
咲
か
せ
る
こ
け
な
ど
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
け
の
奥
深
い
世
界
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

ル
ー
ペ
で
見
る
と
、
ま
る
で
森
！
そ
の
独
特
で
細
や
か
な
美
し
さ
と
、
生
活
史
に

迫
る
一冊
。

◇『
道
徳
と
い
う
名
の
少
年
』　

桜
庭
一樹
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
組
曲
虐
殺
』　

井
上
ひ
さ
し
／
著
（
集
英
社
）

◇『
桃
色
東
京
塔
』　

柴
田
よ
し
き
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇『
火
群
の
ご
と
く
』　

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇『
ア
イ
リ
ス
』　

小
林
雄
次
／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
）

◇『
小
暮
写
眞
館
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
講
談
社
）

◇『
不
等
辺
三
角
形
』　

内
田
康
夫
／
著
（
講
談
社
）

◇『
リ
ン
グ
』　

百
田
尚
樹
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

◇『
や
せ
っ
ぽ
ち
の
死
刑
執
行
人
』　

ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
／
著
（
小
学
館
）

◇『
ト
ー
マ
ス
ま
る
ご
と
図
解
ず
か
ん
』　

ク
リ
ス
・
オ
ッ
ク
ス
レ
ー
ド
／
著
（
ポ
プ
ラ
社
）

◇『
新
人
諸
君
、
半
年
黙
っ
て
仕
事
せ
よ
』　

山
田
ズ
ー
ニ
ー
／
著
（
筑
摩
書
房
）

◇『
誰
と
で
も
15
分
以
上
会
話
が
と
ぎ
れ
な
い
！
話
し
方
』　

野
口　

敏
／
著
（
す
ば
る
舎
）

◇『
ふ
だ
ん
着
の
お
か
ず
』　

有
元
葉
子
／
著
（
講
談
社
）

◇『
大
人
の
ゆ
か
た
入
門
』　

森　

荷
葉
／
著
（
講
談
社
）

か
か

し
ど
み
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５
月
14
日
、
小
川
小
学
校
で
は
、

奉
仕
活
動
を
通
し
て
学
校
や
郷
土

を
き
れ
い
に
し
、
豊
か
な
自
然
を

守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
て
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
実
施
し
、
全
校
児
童
が
学
年

毎
に
学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し

ま
し
た
。

　

ご
み
袋
を
片
手
に
歩
き
な
が
ら
、

道
端
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
拾
っ
た
児

童
の
皆
さ
ん
は
、
小
学
校
に
戻
っ

て
か
ら
早
速
、
ご
み
の
分
別
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ

の
山
を
見
て
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
、

「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う
」

と
み
ん
な
が
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

小
川
小
学
校
で

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

　

こ
の
春
、
旧
小
川
第
１
保
育
園

跡
地
（
小
川
小
学
校
東
側
隣
地
）

に
移
転
し
た
小
川
児
童
館
で
は
、

５
月
５
日
に
「
子
ど
も
の
日
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

岡
典
子
館
長
か
ら
は
、「
引
越
し

し
て
最
初
の
行
事
で
す
。
遊
び
場

も
広
く
な
っ
た
の
で
、
み
ん
な
元

気
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
子
ど
も
達
は
、
早
速
、

庭
の
あ
ち
こ
ち
に
隠
さ
れ
た
お
宝

シ
ー
ル
や
ボ
ー
ル
を
探
す
「
宝
探

し
ゲ
ー
ム
」
や
鯉
の
ぼ
り
を
ト
ン

ネ
ル
の
よ
う
に
く
ぐ
っ
て
競
争
す

る
「
鯉
の
ぼ
り
く
ぐ
り
」
な
ど
を

し
た
り
、
み
ん
な
で
お
菓
子
を
食

べ
た
り
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
最
後
の
休
日
を
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
、
馬
頭
東
小
学
校
に

な
っ
て
初
め
て
の
田
植
え
体
験
が

行
わ
れ
、
１
１
２
名
の
児
童
の
皆

さ
ん
は
、
指
導
者
の
露
久
保
一
夫

さ
ん
（
大
内
）
に
植
え
方
を
教
わ

り
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
苗
を
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
初
、
田
ん
ぼ
の
ぬ
か
る
み
に

足
を
取
ら
れ
て
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
出
来
ず
に
、
中
に
は
服
が
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
う
児
童
も

い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
、

最
後
ま
で
何
と
か
無
事
に
田
植
え

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
、

自
分
た
ち
で
植
え
た
田
ん
ぼ
を
見

て
、
皆
さ
ん
、
と
て
も
満
足
そ
う

な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
か
ら
13
日
の
２
日
間
、

薬
利
小
学
校
で
学
校
移
動
博
物
館

が
開
催
さ
れ
、
栃
木
県
立
博
物
館

か
ら
運
ば
れ
た
貴
重
な
化
石
や
標

本
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
立
博
物
館
の
向
田
学
芸
員
か

ら
「
今
回
の
移
動
博
物
館
で
歴
史

や
自
然
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
、

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
恐
竜

博
士
や
昆
虫
博
士
が
出
て
き
て
く

れ
れ
ば
」
と
の
挨
拶
に
続
き
、
６

年
生
の
阿
久
津
栞
菜
さ
ん
が
十
二

単
を
、
松
本
翔
平
さ
ん
が
鎧
兜
の

着
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
衣
装
が
予
想
以
上
に

重
か
っ
た
ら
し
く
、「
平
安
時
代

に
生
ま
れ
な
く
て
良
か
っ
た
」
と

苦
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
の
解
禁
を
前
に
、
町

で
は
、
那
珂
川
中
央
漁
業
協
同
組

合
と
同
南
部
漁
業
協
同
組
合
の
協

力
の
も
と
、
あ
ゆ
の
稚
魚
１
１
１

㎏
（
約
７
０
０
０
匹
）
を
５
月
14

日
に
那
珂
川
と
武
茂
川
の
計
５
箇

所
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
水
温
は
15
℃
と
若
干
低

め
で
し
た
が
、
川
に
放
た
れ
た
体

長
10
〜
12
㎝
の
稚
魚
た
ち
は
元
気

に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
、
両
漁
協
で
は
計

１
０
０
０
㎏
の
稚
あ
ゆ
を
放
流
し
、

あ
ゆ
の
漁
獲
高
、
日
本
一
を
誇
る

「
清
流
那
珂
川
」
に
大
勢
の
釣
り

人
を
迎
え
入
れ
る
準
備
を
し
ま
し

た
。

小
川
児
童
館
が

　
　

移
転
し
ま
し
た

馬
頭
東
小
で
田
植
え
体
験

清
流
那
珂
川
に

　
　
　
　

あ
ゆ
放
流

県
立
博
物
館
が

　
　
　

や
っ
て
来
た！
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小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ

さ
い
ホ
ー
ル
で
５
月
19
日
、
戦
没

者
・
消
防
殉
職
者
合
同
追
悼
式
が

し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
遺
族
や
来

賓
約
１
８
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
大
金
伊
一
町
長
は
「
尊

い
命
を
戦
争
に
、
あ
る
い
は
消
防

業
務
に
捧
げ
ら
れ
た
英
霊
に
対
し
、

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
と
共
に
偲
び
、

そ
の
犠
牲
に
よ
り
培
わ
れ
た
教
訓

を
肝
に
銘
じ
、
住
民
の
生
活
の
安

定
と
安
心
、
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
、
諸
英
霊
の
ご
恩
に
報
い
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
追
悼
の
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
議
長
や
遺
族
会

代
表
、
消
防
団
長
な
ど
の
来
賓
が

追
悼
の
碑
に
献
花
し
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
、
馬
頭
小
学
校
体
育

館
で
演
劇
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
、

馬
頭
地
区
３
小
学
校
の
児
童
が
観

劇
し
ま
し
た
。

　

劇
は
ら
く
り
ん
座
の
「
ラ
ン
プ

ル
ス
テ
ィ
ル
ツ
キ
ン
〜
わ
ら
を
つ

む
い
で
金
の
糸
に
す
る
娘
」
で
、

衛
兵
役
や
糸
巻
き
器
役
で
児
童
の

皆
さ
ん
も
特
別
出
演
、
ほ
か
の
児

童
も
全
員
で
羊
や
番
犬
、
村
人
な

ど
の
声
役
で
参
加
し
、
劇
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

ら
く
り
ん
座
は
、
今
年
で
設
立

58
周
年
。
児
童
の
親
や
祖
父
母
の

中
に
は
、
児
童
か
ら
今
回
の
観
劇

の
話
を
聞
い
て
、
子
ど
も
の
頃
に

自
分
も
観
劇
し
た
思
い
出
を
浮
か

べ
、
懐
か
し
む
方
も
多
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
下
芳
井
ほ
た

る
の
会
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱

を
設
置
し
、
５
月
31
日
に
今
年
最

初
の
は
ち
み
つ
採
取
を
し
ま
し
た
。

　

３
つ
の
巣
箱
か
ら
取
り
出
さ
れ

た
蜜
枠
を
遠
心
分
離
機
に
か
け
る

と
一
升
瓶
約
３
本
分
の
は
ち
み
つ

が
採
れ
、
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
は
、

絞
り
た
て
の
は
ち
み
つ
の
甘
さ
に

大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

　

下
芳
井
ほ
た
る
の
会
で
は
、
好

評
に
つ
き
、
今
年
は
、
３
箇
所
計

８
箱
に
巣
箱
を
増
設
し
ま
し
た
が
、

設
置
希
望
者
が
絶
え
ず
、
順
番
待

ち
を
し
て
い
る
そ
う
で
、
ま
た
一

つ
、
那
珂
川
町
に
地
域
の
特
産
品

が
出
来
ま
し
た
。

戦
没
者
・
消
防
殉
職
者

合
同
追
悼
式

　

５
月
23
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し
て
、
第
７

回
ま
ほ
ろ
ば
の
里
歩
け
歩
け
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
今
ま
で
の
コ
ー
ス
と
は

異
な
り
、
初
め
て
馬
頭
地
区
を
周

回
す
る
コ
ー
ス
を
取
り
入
れ
、
初

心
者
コ
ー
ス
・
標
準
コ
ー
ス
・
熟

練
コ
ー
ス
の
３
つ
の
コ
ー
ス
で
参

加
者
１
２
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
那
珂
川

の
堤
防
沿
い
や
名
所
旧
跡
を
巡
り
、

途
中
、
町
歴
史
解
説
員
か
ら
史
跡

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
眺
め
の

良
い
景
色
の
中
を
歩
い
て
、
爽
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

第
７
回
ま
ほ
ろ
ば
の
里

歩
け
歩
け
大
会
開
催

下
芳
井
ほ
た
る
の
会

　
　

  

は
ち
み
つ
採
取

馬
頭
小
学
校
で

  

ら
く
り
ん
座
が
公
演

　

今
年
で
19
回
目
と
な
る
馬
頭
高

校
水
産
科
生
徒
に
よ
る
カ
ヌ
ー
実

習
が
５
月
28
日
に
実
施
さ
れ
、
３

年
生
16
人
が
同
校
水
産
科
実
習
場

（
久
那
瀬
）
付
近
の
武
茂
川
か
ら

大
瀬
（
茂
木
町
）
ま
で
の
約
30
㎞

を
下
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
に
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
同
校
水
産
科
に
留
学
中
の
サ

ム
さ
ん
も
参
加
、
昨
年
の
和
舟
実

習
に
次
ぐ
２
回
目
の
那
珂
川
で
の

川
下
り
体
験
に
「
故
郷
の
ミ
ネ
ソ

タ
州
に
は
た
く
さ
ん
の
湖
が
あ
り
、

小
さ
い
頃
か
ら
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て

い
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

も
う
す
ぐ
帰
国
す
る
の
で
、
留
学

生
生
活
の
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 高

校
生
が
カ
ヌ
ー
で

那
珂
川
下
り
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まちおこし・ハイチ地震チャリティ公演
「あやめもよし　かたりもよし
まほろばがたり発表会」

　これからの“とちぎ”のことについ
て、福田知事と話してみませんか？
日時　７月10日(土)午後１時30分～
場所　那須烏山市南那須公民館
応募資格　県内在住、通勤、通学の者
応募方法　住所（郵便番号）、氏名、
年齢、性別、電話番号、職業を明記
の上、ハガキ・ＦＡＸ・メール・電
話で申し込む
応募締切　６月25日（当日消印有効）
問い合わせ・応募先
〒320－8501（住所記入不要）　
栃木県広報課　☎028－623－2158
FAX028－623－2160
Eメール　kocho@pref.tochigi.lg.jp

●「第19回特別展 那須の発掘物語
　～那須烏山市の遺跡から～」
開催期間　６月27日（日）まで
開催場所　湯津上館
●夏休み体験活動「なつ！風土記
　－これできみも考古学者－」
展示期間　７月10日～８月29日
開催場所　小川館
休館日　月曜日（除く祝日）、祝日の翌日
その他　要入館料（中学生以下は無料）
●展示に挑戦！
日時　７月10日（土）午前９時～正午
定員　親子10組（参加費100円）
●土器を作ろう
日時　７月24日（土）午前９時～正午
　　　※焼成は８月21日（土）
定員　30名（参加費300円）
問い合わせ　なす風土記の丘資料館
小川館　☎0287－96－3366
FAX0287－96－3340
メールアドレスinfo@nasufudoki.com

テーマ「自分のための手作りお弁当」
応募要件　
・野菜が１食100ｇ以上入っているか
・１時間程度で作れるか（炊飯除く）
・栄養のバランスがとれているか

とちぎ元気フォーラムin那須烏山
参加者募集

なす風土記の丘資料館
展示・イベントのご案内

・身近な食材を使用しているか
・お弁当として安全かつ衛生的か
応募資格
県内の小学４～６年生で個人もしく
は２人組（うち１人が必ず４～６年
生であること）で、９月４日の２次
審査に参加できる方
応募締切　７月21日（水）
その他　応募方法や審査方法などの
詳細はお問い合わせください
問い合わせ・応募先
那珂川町食生活改善推進団体連絡協議
会事務局（馬頭健康管理センター内）
☎0287－92－1188

　町民の皆様の応援をお願いします。
主催　那珂川町立小川小学校同窓会
主管　那珂川町野球連盟
後援　那珂川町、町教育委員会、町
体育協会、小川小学校ＰＴＡ、下野
新聞社、毎日新聞社
期日　７月17日（土）～ 19日（月）
会場　小川運動場及び馬頭運動場
問い合わせ　小川小学校同窓会事務
局（小川小学校内）☎0287－96－2049

　平成23年度から使用する教科書が
展示されますので、ご覧ください。
期間　７月７日まで（土日祝日を除く）
　　　午前９時～午後５時
場所　那珂川教科書センター
　（那珂川町山村開発センター２階）
問い合わせ　塩谷南那須教育事務所
　　　　　　☎0287－43－0176

　野菜や花の栽培を始めたいと思っ
ている農家の方を対象に、管内優良農
家のほ場見学会（無料）を開催します。
開催日時　７月６日（火）
　　　　　午前９時～午後４時
集合場所　ＪＡなす南本店（白久）
　　　　　午前８時50分までに集合
見学農家　夏秋なす・アスパラガ
ス・梨・みなみちゃんカボチャ・加

子どもの料理コンクール

教科書展示会の開催

那珂川町合併５周年並びに
塩那少年野球大会第60回記念大会

口蹄疫侵入防止に
消毒剤・消石灰を配布いたします

園芸作物ほ場見学会の開催

工用トマト・シンテッポウユリの生
産農家
申込締切　６月30日（水） 
問い合わせ・申込先
農林振興課　☎0287－92－1113

　今般、家畜伝染病の口蹄疫が宮崎
県で発生したことに伴い、本病の本
町への侵入防止の徹底を図るため、
消毒剤・消石灰を配布いたします。
　「牛」「豚」「山羊」「めん羊」を飼わ
れている方は、ご連絡ください。
問い合わせ
農林振興課農政係☎0287－92－1113

対象　知的障がい児へのボランティ
ア活動に興味・関心のある高校生・専
門学校生・大学生・一般社会人の方
講座開始日　７月17日（土）
申込期限　７月２日（金）
問い合わせ・申込先　
南那須特別支援学校（担当：菅山）
☎0287－88－7571

　皆さんのご来場をお待ちしています。
日時　６月19日（土）午後１時開場
場所　ふるさと館（ふるさとの森公園内）
内容　第１部　会員による発表会
　　　第２部　美寿々すみ子の唄がたり
その他　入場料は無料です
問い合わせ　まほろばがたり（渡辺
惠子）　☎0287－96－2668

　平成23年３月新規高卒者対象の求
人受理が６月20日から開始されます。
　また、学生への求人公開は７月１
日からです。（一般求人は随時受付）
　求人の申し込み・問い合わせはハ
ローワークまでお願いします。
問い合わせ　ハローワーク那須烏山
　　　　　　☎0287－82－2213

ボランティアスクール（無料）の開催

求人はハローワークへ
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　平成22年度の自動車税の納税はお
済みですか？納期限（５月31日）が
過ぎましたので、お忘れになってい
る方は、至急納税してください。
　納税されませんと督促状が送付さ
れ、延滞金もかかります。
　また、督促状を発してから10日を
経過しても完納しないと、差し押さ
えなどの滞納処分を受けることにな
ります。
問い合わせ　矢板県税事務所収税課
　　　　　　☎0287－43－2171

　外国人労働者の適正な雇用・労働
条件の確保と不法就労の防止にご協
力をお願いいたします。
問い合わせ　
ハローワーク宇都宮　駅前プラザ　
☎028－623－8609

　狩猟免許試験に備えて、下記のと
おり、講習会（任意）を開催します。
講習会の種類（対象となる免許）
網・わな・第１種・第２種
講習会日時
①６月29日、②７月１日、③８月11
日、④８月17日、⑤11月10日
※いずれも午前９時～午後５時開催
※①は網のみ、⑤はわなのみ講習
申込締切　各受講日の７日前まで
問い合わせ・受講申込先
県北環境森林事務所
☎0287－23－6363

免許の種類
網・わな・第１種・第２種
受験資格　県内に住所を有する満20
歳以上の者
試験日時　①７月10日、②８月25日、
③11月17日　※いずれも午前９時～
※①は網のみ、③はわなのみ試験

忘れていませんか？
あなたの自動車税（県税）

６月は「外国人労働者問題啓発月間」

平成22年度狩猟講習会の案内

平成22年度狩猟免許試験の案内

受験申請期間　各試験日の14日前か
ら７日前まで
問い合わせ・受験申込先
県北環境森林事務所
☎0287－23－6363

　10月１日から住民登録している市
町村の窓口でパスポートの申請と交
付が受けられます。
　県の窓口での申請の受付は、９月
30日で終了しますので、ご注意くだ
さい。
問い合わせ　栃木県旅券センター
　　　　　　☎028－638－3811

　平成22年６月18日に改正法が施行
され、次のとおり変更されます。
①借入総額が「年収の３分の１」を
　超える場合、新規の借入れ不可
②原則、借入れ時に年収を証明する
　書類が必要
　法律の詳しい内容は、下記の金融
庁ウェブサイトをご覧ください。
（http://www.fsa.go.jp/）
　借入れや返済のお悩みは、お早め
にご相談ください。
相談窓口
消費者ホットライン（消費生活相談窓口）
　　　　　　　　☎0570－064－370
金融庁・金融サービス利用者相談室
　　　　　　　　☎0570－016－811
　　　　　　　　☎03－5251－6811

　労働保険（雇用・労災）の年度更
新の手続きは７月12日までに行って
ください。
　その際、雇用保険料率が改正され
ていますのでご注意願います。
受付　栃木県労働局労働保険徴収室
または最寄りの郵便局など
問い合わせ　
栃木県労働局労働保険徴収室 
☎028－634－9113

パスポートの窓口が変わります

労働保険年度更新の
申告・納付時期について

貸金業法が大きく変わります！

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0：30
1：00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

栃木県からの番組
文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンス
サイエンス

文字放送

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンス
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送
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共通：６月30日（水）

６月21日（月）、28日（月）
７月５日（月）、12日（月）

６月18日（金）、25日（金）
７月２日（金）、９日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（６/16～７/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・６月17日（木）午前10：30～
・７月１日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　　親子でご一緒にお越しください。

なかよしひろば
・６月24日（木）午前10：00～
　風船であそぼう
・参加申し込み　６月22日（火）まで　
・参加費…50円（おやつ代）
　水分補給に飲み物（お茶類）をご持参ください
　（なかよしひろばのみ）

生け花教室
・６月26日（土）午後１：30～
　雨の季節もお花を飾ってお部屋を明るくしませんか？
・会員以外の方の参加申し込み　６月22日（火）まで
・花代　700円

映　画　会
・６月27日（日）第１回　午前９：30～
　　　　　　　 第２回　午後１：30～
・内容　「映画ドラえもんシリーズ」より
　お友だちを誘ってみんなで見に来てね。

なかよしひろば
・７月１日（木）午前10：00～
　七夕飾りを作ろう。
・参加申し込み　６月27日（日）まで
・参加費　50円（おやつ代）

なかよしひろば
・７月15日（木）午前10：00～
　プール遊びをしよう。
・参加申し込み　７月11日（日）まで
・参加費　50円（おやつ代）

婦人ボランティアのおはなし会
・６月２０日（日）午前１０：３０～
・場所　小川公民館　２階
・７月１０日（土）午後２：００～
・場所　馬頭図書館　児童室
　　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
　　絵本や紙しばいを読んでくれます。

JVCのおはなし会
・６月２０日（日）午後２：００～３：００
・場所　馬頭図書館　児童室
　　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
　　アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
　　晴れたらお外で一緒に遊びましょう。

・７月１４日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　　テキスト「千の風になって」 井上文勝／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

「児童館」
６月16日～7月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

6/16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

8 9 10
11 12 13 14 15

30 7/1 2 3
74 5 6

今
月
の
表
紙

　

「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、

勝
利
を
目
指
し
て
光
る
汗
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
５
月
29

日
、
小
川
中
学
校
で
体
育
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
６
名
の
生
徒
の
皆
さ

ん
は
、
赤
組
と
青
組
に
別

れ
、
各
種
目
で
チ
ー
ム
の
勝

利
の
た
め
に
競
い
合
い
、
ま

た
、
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
に

大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
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那
珂
川
や
荒
川
、
江
川
な
ど
が

流
れ
る
自
然
豊
か
な
那
須
烏
山
市

で
は
、
古
く
か
ら
人
々
が
生
活
を

営
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
痕
跡
で

あ
る
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
に
増
加

し
始
め
、
中
期
（
今
か
ら
約
五
〇

〇
〇
年
〜
四
〇
〇
〇
年
前
）
に
最

も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
那
須
烏
山
市
内
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、
那
須
地
域
全
体
に
言

え
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

縄
文
時
代
の
人
々
は
、
日
当
た

り
の
良
い
川
や
湧
き
水
な
ど
の
近

く
の
台
地
上
に
、
数
軒
の
竪
穴
住

居
と
呼
ば
れ
る
家
を
建
て
、
ム
ラ

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
縄
文

時
代
の
ム
ラ
の
跡
を
調
査
す
る
と
、

竪
穴
住
居
と
共
に
袋
状
土
坑
が
多

く
見
つ
か
り
ま
す
。

　

土
坑
と
は
、
縄
文
人
た
ち
が
大

切
な
食
料
で
あ
る
ク
リ
や
ク
ル
ミ

な
ど
の
木
の
実
を
蓄
え
、
保
存
す

る
た
め
に
掘
っ
た
貯
蔵
穴
の
こ
と

で
す
。
袋
状
土
坑
は
口
が
狭
く
て

中
が
ふ
く
ら
み
、
き
ん
ち
ゃ
く
袋

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
袋
状
土
坑
を
つ
く
る
場

所
に
は
あ
る
程
度
の
決
ま
り
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

那
須
地
域
に
あ
る
縄
文
時
代
中

期
の
ム
ラ
で
代
表
的
な
も
の
に
、

那
珂
川
町
の
三
輪
仲
町
遺
跡
、
那

須
烏
山
市
の
曲
畑
遺
跡
や
荻
ノ
平

遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
曲
畑
遺

跡
で
は
約
９
割
が
調
査
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
中
央
の
広
場
を

土
坑
が
取
り
囲
み
、
そ
の
外
側
を

竪
穴
住
居
が
め
ぐ
る
よ
う
に
配
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
当
時
の
ム
ラ
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
て
も
貴
重
な

遺
跡
で
す
。

　

さ
て
、
木
の
実
を
蓄
え
て
お
く

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
袋
状
土
坑
で

す
が
、
別
の
使
い
道
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
発
掘
調
査
の
際
、
袋
状

土
坑
の
中
か
ら
多
数
の
土
器
が
見

つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
貯
蔵
穴
と

し
て
使
わ
な
く
な
っ
た
後
は
、
ゴ

ミ
捨
て
場
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
鍋
前
遺
跡
で
は
、
ひ
と
つ
の

袋
状
土
坑
か
ら
、
東
日
本
各
地
の

特
徴
を
も
つ
土
器
９
点
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
他
地
域
と
活
発
な
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
遺
跡
は
、
私
た
ち

が
暮
ら
し
て
い
る
地
面
の
下
に
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
に
古
く
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
、

歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

遺
跡
が
語
る
那
須
烏
山
市
の
歴

史
は
、
６
月
27
日
ま
で
湯
津
上
館

に
て
「
那
須
の
発
掘
物
語
」
と
し

て
展
示
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　

学
芸
員　

木
村　

友
美
）

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

稲
沢　

優
吾　

行　

生　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

絵　

美

松
山　

旺
雅　

厚　

夫　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

聡　

子

佐
藤　

瑛
太　

和　

則　

健　

武

　
　
　
　
　
　

良　

美

星　

慶
三
郎　

敏　

浩　

矢　

又

　
　
　
　
　
　

沙
也
佳

菊
池　

彪
斗　

孝　

夫　

和　

見

　
　
　
　
　
　

里　

美

北
條　

奏
桜　

真　

義　

小　

川

　
　
　
　
　
　

香　

織

鈴
木　

春
陽　

敏　

彦　

谷　

田

　
　
　
　
　
　

ひ
と
み

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

吉
住　

幸
一　

（
83
）　

馬　

頭

松
原
喜
明
子　

（
76
）　

馬　

頭

磯
野　

力
夫　

（
82
）　

馬　

頭

細
野
壽
榮
吉　

（
72
）　

馬　

頭

渡
辺　

一
朗　

（
76
）　

北
向
田

髙
野　

ヤ
ス　

（
83
）　

久
那
瀬

大
髙　

イ
ソ　

（
93
）　

大
那
地

渡
邊　

サ
ト　

（
85
）　
大
山
田
下
郷

益
子　

太
一　

（
87
）　
大
山
田
上
郷

鈴
木　
　

昇　

（
83
）　
大
山
田
上
郷

石
井　

昇
一　

（
85
）　

小　

砂

北
村　

う
め　

（
77
）　

小　

砂

河
野　
　

博　

（
78
）　

小　

川

手
賀　

勇
吉　

（
79
）　

小　

川

佐
藤　

サ
ト　

（
96
）　

小　

川

小
室　

清
子　

（
62
）　

小　

川

小
森
き
の
え　

（
87
）　

小　

川

蓮
見　

フ
デ　

（
79
）　

小　

川

伊
藤　
　

幸　

（
77
）　

小　

川

小
瀬
澤
チ
ヨ
ノ　

（
85
）　

小　

川

小
堀　

テ
ル　

（
81
）　

小　

川

長
谷
川
恵
美
子　

（
87
）　

薬　

利

佐
藤
千
代
野　

（
97
）　

薬　

利

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

４
月
21
日
〜
５
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

袋状土坑 袋状土坑から出土した土器のようす
小鍋前遺跡

ゆ
う 

ご

え
い 

た

け
い
ざ
ぶ
ろ
う

あ
や 

と

そ　

ら

は
る 

ひ

お
う 

が

（

）

6月1日現在の人口
（住民基本台帳）

（+  4）９，６９１人 男
（－  7）９，６０８人女
（－  3）１９，２９９人計
（＋13）６，１１４世帯数

（　）内は前月との比較
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―   企  画  展   ―

「近代版画のはじまり」
－川瀬巴水、伊東深水ほか－

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
絵画、写真、絵手紙などの作
品をお待ちしております。
申し込み・問合せ：企画財政課
☎０２８７ー９２ー１１１４

ポピー満開（上河原農地水保全委員会） 鮎釣り解禁（新那珂橋）

57

　この度は、近代版画の創生期に活躍した川瀬巴
水、橋口五葉、伊東深水、名取春仙、山村耕花な
どの作品で芸術品の域まで達した新版画を鑑賞し
ていただきます。浮世絵から続く近代版画の世界
をご堪能下さい。
　　　　　馬頭広重美術館　学芸員　塩野目育枝

【会　　期】　６月25日（金）～７月25日（日）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
　　６月26日（土）午後１時30分～当館学芸員
【開館時間】　午前９時30分～午後５時
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【入 館 料】  大人　　　　500円（450円）
                   高・大学生　300円（270円）
※（  ）は20名以上の団体料金
※70歳以上の方、中学生以下は無料
※障害者手帳をお持ちの方・付き添い１名は半額。

井上安治「浅草橋雨中之景」（当館蔵）

　江戸時代に開花した浮世絵は広く普
及し、多くの浮世絵師を生み出しまし
た。しかし明治時代になり、西欧から
印刷機や写真機が輸入されると浮世絵
の出板は衰退しはじめます。同時期の
西欧ではジャポニスムが席巻し芸術文
化に影響を与え、その中心となったの
が浮世絵でした。大量の浮世絵が西欧
に輸出され、多くのコレクターを育てました。し
かし日本では大正期になるとほとんどの浮世絵師
が消滅し、摺師や彫師が細々と仕事を続けていま
した。西欧で高い評価を受けている浮世絵をもう
一度蘇らせるために渡辺庄三郎により、浮世絵版
画の制作過程と同じ彫師、摺師、絵師の三者協同
で作品を制作する大正新版画運動が起こります。
川瀬巴水は日本の美しい風景を叙情豊かに表現し
「旅の版画家」「昭和の広重」と異名をいただく
ほどの高名な絵師になり、伊東深水は美人画の名
手、役者絵は名取春仙、山村耕花が独特の作風で
作品を手がけました。
　図は井上安治作「浅草橋雨中之景」で、師であ
る小林清親譲りの光への鋭敏な感覚が息づいてい
ます。水平線を低くとった構図を用い、煙るよう
な雨夜の道に街灯や人力車夫の持つ明かりが反映
し、独特の風情を感じさせます。
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